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コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
検
体
用
日
本
人
遺
骨
焼
失
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
が
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日
に
発
表
し
た
「
旧
ソ
連
抑
留
中
死
亡
者
遺
骨
収
集
応
急
・
埋
葬
地
調
査
派
遣

（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
）
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
用
検
体
の
御
遺
骨
の
焼
失
に
関
す
る
報
告
と
お
詫
び
」
に
つ
い
て
、
以
下
質

問
す
る
。

一

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
に
お
け
る
遺
骨
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
二
十
六
年
及
び
平
成
二
十
七
年
に
は
七
月
に

実
施
し
て
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
例
年
十
月
に
は
雪
が
降
り
始
め
、
現
場
で
焚
き
火
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

寒
く
な
る
。
今
年
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
遅
い
時
期
に
遺
骨
の
収
集
を
行
っ
た
の
か
。

二

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
職
員
は
何
人
参
加
し
た
の
か
。

ま
た
、
日
本
か
ら
同
行
し
た
通
訳
や
ガ
イ
ド
、
現
地
で
参
加
し
た
領
事
館
員
や
補
助
員
は
何
人
い
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
語
が
き
ち
ん
と
話
せ
る
人
は
何
人
い
た
の
か
。

三

運
転
手
な
ど
も
含
め
て
、
現
地
で
雇
用
さ
れ
た
ロ
シ
ア
人
は
何
人
い
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
・
専
門
は
何
か
。
ア
ル

バ
イ
ト
的
な
作
業
員
以
外
に
ロ
シ
ア
側
専
門
家
は
い
た
の
か
。

ロ
シ
ア
側
の
傭
員
は
だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
集
め
た
の
か
。
契
約
書
は
あ
る
の
か
。

一



四

ロ
シ
ア
側
の
傭
員
の
日
当
・
謝
礼
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。
待
遇
に
関
す
る
不
満
や
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
の
か
。

五

今
回
の
遺
骨
収
集
・
調
査
派
遣
に
要
し
た
費
用
総
額
は
い
く
ら
か
。

六

過
去
五
年
間
で
、
旧
ソ
連
か
ら
の
遺
骨
収
集
に
要
し
た
費
用
総
額
は
い
く
ら
で
、
一
柱
あ
た
り
平
均
で
い
く
ら
を
要
し
て

い
る
か
。

七

い
ま
ま
で
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
た
旧
ソ
連
か
ら
の
遺
骨
は
何
件
で
、
実
際
に
遺
族
が
見
つ
か
っ
た
の
は
何
件
か
。

八

現
在
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
要
す
る
費
用
は
一
件
あ
た
り
い
く
ら
か
。

九

旧
ソ
連
か
ら
の
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
全
部
で
何
件
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

十

遺
骨
を
現
地
で
焼
却
せ
ず
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

十
一

遺
骨
を
焼
却
せ
ず
に
、
現
地
の
墓
地
を
整
備
し
て
そ
の
ま
ま
埋
葬
し
、
遺
骨
の
一
部
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
用
の
検
体
の
み
を

持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

十
二

中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
宗
教
上
の
理
由
で
、
抑
留
死
没
者
の
遺
骨
収
集
が
で
き
ず

に
現
地
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
ま
ま
と
聞
く
。
遺
族
か
ら
遺
骨
返
還
の
要
望
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
政
府

と
遺
骨
返
還
の
た
め
の
交
渉
を
し
て
い
る
の
か
。

二



十
三

厚
生
労
働
省
は
、
現
在
ま
で
に
旧
ソ
連
領
内
で
全
部
で
何
か
所
の
埋
葬
地
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。

十
四

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
、
民
間
団
体
等
に
委
託
し
て
「
旧
ソ
連
地
域
に
お
け
る
海
外
未
送
還
遺
骨

情
報
収
集
事
業
及
び
埋
葬
地
現
況
調
査
」
を
実
施
し
て
き
た
が
、
実
際
に
調
査
員
が
出
向
い
て
確
認
で
き
た
埋
葬
地
は
、
何

か
所
か
。
調
査
の
結
果
、
何
が
判
明
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
要
し
た
費
用
は
総
額
で
い
く
ら
か
。

十
五

旧
ソ
連
に
留
ま
る
遺
骨
で
、
今
後
収
集
可
能
な
遺
骨
は
、
お
お
よ
そ
何
柱
か
。
そ
れ
ら
の
収
集
・
鑑
定
の
た
め
に
要
す

る
費
用
は
全
部
で
い
く
ら
く
ら
い
と
推
定
す
る
か
。
収
集
可
能
な
全
遺
骨
を
収
集
す
る
の
に
あ
と
何
年
か
か
る
と
推
測
す
る

か
。

十
六

今
回
の
遺
骨
消
失
に
係
る
不
祥
事
で
失
わ
れ
た
損
害
額
は
、
概
算
で
い
く
ら
か
。
関
係
者
ら
の
処
分
は
実
施
さ
れ
た

か
。
今
後
処
分
の
予
定
は
あ
る
か
。

十
七

ロ
シ
ア
軍
や
ロ
シ
ア
非
常
事
態
省
、
内
務
省
、
ロ
シ
ア
赤
十
字
社
な
ど
、
情
報
や
専
門
的
知
識
、
人
材
・
資
材
・
車
両

な
ど
を
有
す
る
ロ
シ
ア
側
の
専
門
機
関
と
正
式
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
契
約
し
、
共
同
事
業
と
し
て
、
夏
場
の
一
時
期
に
限

定
せ
ず
、
恒
常
的
、
戦
略
的
、
効
率
的
に
埋
葬
地
調
査
や
遺
骨
収
集
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

十
八

シ
ベ
リ
ア
の
奥
地
や
南
方
の
激
戦
地
跡
に
分
け
入
っ
て
、
長
期
か
つ
効
率
的
に
作
業
で
き
る
装
備
と
能
力
を
有
す
る
の

三



は
、
自
衛
隊
で
あ
る
。
現
在
、
遺
骨
収
集
は
そ
の
任
務
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
必
要
と
さ
れ
る
法
整
備
を
行
い
、
遺

骨
収
集
を
そ
の
任
務
に
加
え
、
自
衛
隊
に
遺
骨
収
集
事
業
へ
の
参
加
を
求
め
て
、
そ
の
能
力
を
人
道
目
的
の
た
め
に
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

十
九

国
と
し
て
総
力
を
挙
げ
て
遺
骨
収
集
に
取
り
組
む
た
め
に
、
官
邸
又
は
内
閣
府
に
、
遺
骨
収
集
に
関
す
る
司
令
塔
を
設

け
、
総
合
的
な
調
整
と
指
導
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

右
質
問
す
る
。

四


